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東京と徳島の二拠点で活動する小柳氏。二拠点を行き
来しながら、都市と地方をつなぐ役割を10年以上にわ
たり担ってきました。
小柳氏が徳島に出会ったのは2013年。地域の人々との
温かなつながりに触れ、「人が主役の地域づくり」の
可能性を感じます。その後、観光プロデュースや民泊
支援を行う「TripSeed」を設立し、“人に会いに行く旅”
をテーマに、地域で生きる人々の営みや価値を観光と
して伝える取組を開始しました。
さらに2020年には、地域の産品を丁寧に届ける「あわい
商店」の事業に参画。都市部の生活者に向けて、地域の
良いものを背景ごと届ける物販を展開しています。
あわい商店は単なる物販ではなく、生産者の思いや
土地の風土をきちんと伝える場。商品ページは物語の
ように構成され、「誰が、どんな暮らしの中で、どう作っ
たのか」を丁寧にお届けしています。

小柳 秀吉
Hideyoshi Koyanagi（株式会社トリップシード 代表取締役 / あわい商店）
徳島県阿南市

小柳氏の活動の象徴となるのが、徳島・上勝町での阿波
晩茶プロジェクト。生産者の高齢化により担い手が減少
する中、小柳氏は地元の農家と共に、摘採から仕込みま
で本格的に体験できる“オーナー制度”を立ち上げました。
企業研修やチームビルディングにも活用され、地域に
新しい関係人口を生む取組として注目されているほか、
晩茶農家後継者の芽を育む仕組みとしても期待されて
います。
四国に根づく「信用経済」の文化――“言ったことは守る”
“約束を大切にする”という価値観を尊重し、生産者一人
ひとりと丁寧に向き合う姿勢は、小柳氏の大切にしてい
る信条です。ECであっても手書きの手紙を添えるなど、
人の温度を感じるコミュニケーションも欠かしません。
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2017年、地域おこし協力隊として塩江町に移住した村山
氏は、この小さな山あいのまちで「無理なく、幸せに続
いていく地域のかたち」を探り続けています。人口減少
と高齢化が進み、移住当初、2,800人いた住民が2026年
には2,000人を切ろうとしている塩江町。失われたにぎ
わいを取り戻すのではなく、今の規模だからこそ叶えら
れる「ちょうどいい暮らし」に舵を切ること。村山氏は
それを「幸福なダウンサイジング」と呼び、地域の知恵
と自然の力を生かしたまちづくりを実践しています。
歴史学を学んできた村山氏は、まず地域の来歴を丁寧に
紐解くことから始めました。ガソリンカーと呼ばれた
鉄道に焦点を当て、設計図をもとに復元した事業や、
古民家に眠っていた民具・日用品を読み解き、新たな視
点で地域の物語を可視化する取組は、住民が自分たちの
ふるさとに静かな誇りを抱き直す契機となっています。
単に “昔を美化して復活させる”のではなく、長く安定
した時代の知恵に学び、現在と未来に活かすために歴史

村山 淳
Jun Murayama（一般社団法人トピカ 代表理事）
香川県高松市塩江町

を見つめ直しています。一方で、塩江の森林や川をフィー
ルドに塩江への愛着を育んでもらいながら、来訪者の想
像力や自然観を補っていき、地域と来訪者のつながりを
育てる「しおのえ里山学校」は、村山氏の活動の核とな
るものです。月に一度、子どもも大人も地域の人も一緒
になって地域の森や川で遊び、言葉以上に“体験”を通じ
て生まれる信頼は確かなもので、地域に新しい関係人口
が育っていく基盤にもなっています。
毎月1回、高松に住む人たちを招いて塩江の自然で遊び、
言葉で整理されていない物事を体験として受容するこ
とで、人と自然の二項対立では理解できない生態系と
人類の関わりを伝えています。
塩江の84％を占める山林をどう活かすかも重要なテーマ
です。村山氏は、放置された広葉樹林の手入れを、観光・
エッセンシャルオイル・林業の小規模循環へと結びつけ
る試みを進めています。木を切るだけでは採算が取れな
い山でも、木漏れ日の美しい山道を歩くハイキングや、
クロモジの精油づくりなどの新しい活用方法で経済的な
価値を生み出しながら、森の復元力を超えない持続可能
な線を見極める方法を模索しています。こうした取組は、
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広告・クリエイティブ業界で新卒採用プロモーション
に携わっていた板垣氏は、東日本大震災を経て価値観
が大きく変化し、2012年に家族と共に愛媛へ移住しま
した。松山の出版社勤務を経て「えひめ移住コンシェ
ルジュ」となり、県内各地の移住者や地域おこし協力
隊と出会う中で、人と人をつなぐ “中間支援 ”の役割に
自らの可能性を見いだします。
その延長線上に生まれたのが、久万高原町で起業・創
業を支援する「ゆりラボ」です。板垣氏は、町に眠る
“やりたい”という小さなタネを見つけ、それを受け止め、
実現まで伴走する場としてゆりラボを形づくってきまし
た。開設当初に始まった「ゆりラボアカデミー」には、
町内外から多くのチャレンジャーが集まり、プランづく
りやプレゼンを通じて数々のプロジェクトが誕生。ゆり
ラボそのものも、参加者の提案から生まれた拠点です。
ゆりラボの特徴は、起業塾のように“成果”を求めない

板垣 義男
Yoshio Itagaki（一般社団法人ゆりラボ 代表理事）
愛媛県上浮穴郡久万高原町

ことです。副業でも趣味でも構わない、まずは「楽しさ」
や「ワクワク」を大事にし、当人が踏み出せるペースで
自己実現を支える。心理的安全性を大切にし、気軽に話
せる空気づくりが前提にあるため、地域住民も自然と集
まり、いつしか互いに刺激し合う関係が生まれます。
象徴的なのが、金曜夜のコミュニティバル「ヨイラボ」
です。ここでは町民が持ち寄った食材が料理になり、会
話がアイデアとなり、次のチャレンジにつながっていき
ます。後に実店舗を構えた「タネマキ食堂」も、こうし
たゆるやかな実験の場から育ったプロジェクトです。
また、ゆりラボは高校生の探究学習やコミュニティナース
などの活動の母体にもなり、多様な価値観やキャリアに触
れる「出会いの場」として若者の視野を広げてきました。
板垣氏が大切にしているのは、「人が衝動で動ける環境
をつくること」。自らが主役になるのではなく、誰かの
「やりたい」を引き出し、そっと背中を押す。予測不能
な変化こそが地域を豊かにすると信じ、久万高原町に
小さなチャレンジの連鎖を生み続けています。
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愛媛県松野町の滑床渓谷。海底火山の隆起によって生ま
れた一帯は、花崗岩の一枚岩を清流が走る稀有な地形で、
硬度6という“奇跡の軟水”が湧き出しています。細羽氏は、
この地の自然性と風土に魅せられ、家族とともに目黒集
落へ移住して6年目を迎えます。コロナ禍以前はホテル
事業者として利益と成長を第一に考えていましたが、
開業直後の緊急事態宣言で全ての事業が停止。追い詰めら
れる中で「人間は自然の中で生かされている」という価値
観に転換し、地域と共に生きる道へ大きく舵を切りました。
現在は、滑床渓谷と目黒集落一帯を「森の国Valley」と
位置づけ、初代町長の言葉「この森にあそび、この森に
学びて、あめつちの心に近づかむ」を理念に、森・農・食・
医・育の5領域で循環型の地域づくりを進めています。
農の領域では、自然栽培家・佐伯康人氏の指導のもと、
無農薬・無肥料・無除草剤の農法に挑戦。源流域に位置
する集落として、清らかな水を下流の四万十川、そして
太平洋へとつなぐ“環境のバトン”を大切にしています。

細羽 雅之
Masayuki Hosoba （株式会社サン・クレア / 森の国 Valley）
愛媛県松野町 教育の分野では、前川真生子氏による長期野外キャンプ

「NAME CAMP」や、通信制高校と連携した学び舎
「あめつち学舎」を運営。自然の中で人と共に生きる力、
自ら生き方を選ぶ力を育む場づくりに取り組み、都市で
は見えにくい「人が育つ環境」を地域全体で整えています。

その他にも、地域の助け合いを可視化し、温かな感謝の
循環を生み出す仕組みとしてギフトツール「森コイン」
を考案。交換価値ではなく“ありがとう”を渡し合うため
の媒体として活用され、世代を超えた交流とコミュニティ
の回復を促しています。
人口250人の目黒集落では高齢化が進む一方で、近年は
若い移住者や新しい命が増え、世代循環の兆しが見えて
きました。細羽氏は、人口増加や都市化を目指すのでは
なく、“適疎”の規模を保ちながら持続可能な未来をつく
ることを目標に据えています。森と水、食と暮らし、人
の営みが有機的につながる「小さな循環社会」の実証に
挑む姿は、人口減少時代の新しい地域モデルとして注目
されつつあります。
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一般財団法人もりとみず基金は、四国最大の水瓶・早明
浦ダムを抱える土佐町を中心に、「流域」という自然の
まとまりを単位として、上流と下流の持続可能な関係を
つくるために設立されました。山の９割を森林が占める
土佐町では、人口減少や高齢化により林業の担い手が不
足し、山の手入れが遅れ、保水力の低下や荒廃が進みつ
つあります。一方で、下流の都市部は安定的な水資源や
生態系サービスを必要としているにもかかわらず、源流
域との“つながり方”を持たないまま、暮らしが成り立って
います。もりとみず基金は、この断絶を埋め、流域全体
の持続可能性を高めるために生まれました。
事務局長の尾崎氏は、土佐町役場でSDGs推進室長とし
て総合計画を担当する中で、「経済・社会・環境を循環さ
せる」というSDGsの本質を地域に落とし込む必要性を
痛感しました。特に“水の源流域”という土佐町の特性を
見つめ直したとき、ダムという人工インフラだけでなく、

尾﨑 康隆
Yasutaka Ozaki（一般社団法人もりとみず基金 事務局長）
高知県土佐町

その上に広がる森林こそが、長期的に水を生み出す根源
であることに改めて気づかされたといいます。水循環解
析や産業連関表の分析を重ねる中で、山林整備と水資源
の安定、そして地域産業の持続可能性は、切り離せない
一体のテーマであることが浮かび上がっていきました。
また、単に “環境を守る ”のではなく、上流側の暮らし
が成り立つこと、若い世代が地域に残れることを最優
先に据え、流域全体でWin-Winの循環をつくり出すこ
とを目指しています。
日本では、市町村や県境を越えて流域単位で協働する制
度がほとんど存在しません。だからこそ、もりとみず基
金は、行政・企業・地域など様々なステークホルダーを
巻き込んだ仕組みとして設計されました。大豊町・本山
町・土佐町・大川村など上流の自治体と、高松市を中心
とする下流域が同じ枠組みに参画しようとしている
事例は、国内でも前例がほとんどありません。尾崎氏は
「行政界という人為的な境界を超えて、自然の境界であ
る流域に立ち返らないと未来は守れない」と語ります。










